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１．概要（Summary） 

異なる同位体を含む分子集団など、類似分子の無秩

序な混合系において、特定分子集団への選択的なエネ

ルギー注入技術が望まれている。テラヘルツ波パルス列

によりその技術を実現できる可能性がある[1]。この原理を

実験的に確かめ、物質制御技術の発展に寄与することを

目指す。必要なテラヘルツ波のスペックはパルスエネルギ

ー10 J、パルス時間幅 1ps程度であり、このようなテラヘ

ルツ波を発生させるための手法として現時点では

Cr4+:Forsterite レーザーを励起源とする有機結晶による

発生が適している。本年度はナノハブ拠点保有の同レー

ザーを用いたテラヘルツ波パルス発生に取り組んだ。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

赤外フェムト秒レーザー加工装置 

【実験方法】 

当該レーザー（Avesta Project 製, Gigarus-10）から

出射された励起光を、半波長板及び薄膜偏光子により構

成されるアッテネータを通して 100 J /pulse程度に減光

し、非集光で回転ステージ上の有機結晶（レインボーフォ

トニクス製、OH1、0.5 mm 厚）に照射した。照射面積は

およそ 4 mm2であった。テラヘルツ波の検出には焦電型

パワーメーター（Gentec-EO 製 THz9B）を用いた。励起

光とテラヘルツ波を分離するためにテフロン製レンズまた

はテフロンテープをフィルターとして用いた。また、偏光依

存性を観察することでパワーメーター出力中のテラヘルツ

波成分を確認した。繰り返し周波数 25 Hz でレーザーを

動作させロックインアンプを通して信号を増幅した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

有機結晶を励起光入射軸の周りに回転させることでテ

ラヘルツ波出力の偏光方向依存性を観察したところ Fig. 

1 に示すように 360 度回転の間に 2 回振動する波形を

得た。これは、有機結晶の分子軸に対してテラヘルツ波

発生に最適な偏光面の角度があると考えることで説明で

きる。振動の振幅からおよそ 1 J オーダーのテラヘルツ

波が発生していると見られる。発生効率が約 1%のオーダ

ーであることを示唆しており文献と整合する。今後さらに、

発生条件と検出効率の最適化を進め安定的なテラヘル

ツ波発生技術を確立したのち、分子制御への応用のた

めの光カー効果測定系の構築に移行する。 
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Fig. 1 Terahertz power modulation by 

rotation of polarization plane.  Rotation 

angle was scanned by 360 degree during the 

above-shown temporal window. 


